
 

 

 

平成 26年 6月 24日  

海 上 保 安 庁  

 

日本提案の海底地形名を国際会議が承認 

 

 
国際水路機関（IHO）とユネスコ政府間海洋学委員会（IOC）の傘下

にあり、世界の海底地形名を公式に定める「海底地形名小委員会」が、

6月 16日から 20日までモナコで開催されました。 

 

各国から提案された海底地形のうち 49件に名称が付与されまし

た。このうち、我が国が提案したものは、23件です (別紙 1及び 2)。 

 

これらの海底地形名は、IHO/IOC海底地形名集に掲載され、世界中

に周知されます。 

 

 

世界の海底地形名を定める国際会議において、日本提案

の海底地形名 23件が承認されました。 



今回承認された海底地形名一覧 【別紙1】

番号 海底地形名 名前の由来

1 東三日月海山
Higashi-Mikazuki Seamount

三日月海山の東方に位置

2 上弦海盆
Jogen Basin

三日月海山の近傍に
一対の海盆として存在

3 下弦海盆
Kagen Basin

三日月海山の近傍に
一対の海盆として存在

4 西土星海山
Nishi-Dosei Seamount

土星海山の西方に位置

5 神在月海丘
Kamiarizuki Knoll

出雲における10月の旧暦

6 西天王星海山
Nishi-Tennosei Seamount

天王星海山の西方に位置

7 西海王星海山
Nishi-Kaiosei Seamount

海王星の西方に位置

8 源氏星海山
Genjiboshi Seamount

オリオン座の恒星のリゲルの和名

9 平家星海山
Heikeboshi Seamount

オリオン座の恒星のベテルギウスの和名

10 ますがた星海山
Masugataboshi Seamount

ペガスス（ペガサス）座の和名

11 矢来星海山
Yaraiboshi Seamount

こぐま座のβ星及びγ星の和名

12 かじ星海山
Kajiboshi Seamount

北斗七星の和名

13 四三の星海山
Shisonohoshi Seamount

北斗七星の和名

14 七つ星海山
Nanatsuboshi Seamount

北斗七星の和名

15 北ふね星海山
Kita-Funeboshi Seamount

ふね星海山の北方に位置

16 そえ星海山
Soeboshi Seamount

北斗七星の二重星のひとつ「アルコル」の和名

17 けんさき星海山
Kensakiboshi Seamount

北斗七星の和名

18 鏡花海山
Kyoka Seamount

小説家の泉鏡花（明治時代～昭和時代）

19 康成海山
Yasunari Seamount

小説家の川端康成（明治時代～昭和時代）

20 白秋海山
Hakushu Seamount

歌人の北原白秋（明治時代～昭和時代）

21 啄木海山
Takuboku Seamount

歌人の石川啄木（明治時代）

22 奈須平頂海山群
Nasu Guyots

海洋地質学者の奈須紀幸氏

23 須田平頂海山
Suda Guyot

海洋学者の須田皖次氏
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今回承認された海底地形名位置図

【別紙2】
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